
実施日　令和６年１１月２７日（水）１２時から１８時まで

                             2８日（木）１０時から１５時まで

会場　　文京シビックセンター１階　ギャラリーシビック

１　シールアンケートの結果

　　来場者に「こどもの権利を知っているか？」について、シールアンケートを実施した。

知っている 知らない 合計

全体 150人 24人 174人

86.2% 13.8%

　　「知っている」と回答した方は、全体で86.2％

２　モヤッと体験の結果

　②モヤッとした思いの背景にある、こどもの権利について理解を深めてもらう。

　③モヤッと体験を通して感じたこと・考えたことや自分のモヤッと体験などについて紙に記入してもらう。　　

　　

　　回答数は71件
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児童虐待防止月間・里親月間企画展におけるアンケート等の結果について

スケジュールを管理されて、守らないとペナルティあり。大人のルールって、大人の常識って、ひとつなの？

進路に干渉してくる。勉強したいけど、塾を否定される。

　①来場者にこどもの権利が尊重されていない場面を読んでもらい、モヤッとした思いを体感してもらう。

自分のモヤッと体験に関するもの

小学校6年生の時、週5で習い事が入っていてとても辛い思い出。

進路について価値観をおしつけられたように感じたとき。

経済的に関係なく行きたい学校へ進む事が出来なかった。

成績がいいと「学校の先生になるの？」。背が高いと「バレーボールの選手になるの？」と決めつけの言葉をかけられた。
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次男だからということで、兄弟のお下がりの服を着させられる。

兄と2人で遊びすぎて遅く帰ったら、年上の兄だけが怒られてしまったこと。

下の子に甘い。

長女だったので我慢したことが多かった。

兄弟のおやつの量、おかずの量が多かった。女の子だからと言って

弟と自分の性格を比較される。

姉ということで弟との対応に差があった。

兄がいると何かと比べられてしまう。優れていることでも劣っていることでも。

子どもだからわからないでしょうとか言われた。

いつも長男なんだから…と言われガマンしていたような。

小学校の時（60年前）、妹と比べられて、できない私のイメージが抜けなかった。

4つのケース全てにおいてモヤットしました。自分が子どもの頃、長女で、お姉ちゃんなんだからのセリフがすごい嫌でした。

親として反省　兄弟を比べてしまう。

長女だったため、おねえちゃんだからガマンしなさい、その延長で進学は公立へなど制限された。

自身3人兄弟の末っ子です。どちらかというと兄2人は優しく、両親も穏やかに育ててくれたので、子どもの頃怒られることがあれば、理不尽よりも自身に問
題があったなと思いました。自身の今の立場（大人）から、子ども達に優しさや思いやりを還元したいと思います。貴重な場をありがとうございました。

いつも家族の笑い話が、兄弟の中で一番下の自分が失敗したことだった。何回も繰り返されると、自分を認められなくなるようなモヤッがあった。

姉だからという理由で妹の自分は部屋を選べなかった。

母が弟ばかりをひいきする。

自分の個人的なエピソードを勝手に知り合いに話されていた。

他の子どもと比較する。

S28生まれです。ここに書かれている4つの内3つは、私が子どもの頃は当たり前の日常でした。親は子ども部屋に入るもの、親の決めた習い事は良くも悪
くも行かなければならない。自分は長女、怒られたりガマンさせられるのは長女の宿命。先生は常に親側にいるものでした。今、子どもの権利が当たり前に
人々の口にのぼるのを聞くと、ちょっと嬉しい気持ちになります。良い時代になってきたと信じたいです。

長男、次男に対する親の立場の違い。相談する人が当時はいなかったが、それがふつうと思っていた（今は60ですが）。子どもは大人の言うことを聞いてい
ればいいという風潮があった。

長子のためしっかりしろと怒られた。平手・グーでも殴られた。裸で外に出されて家の裏の台所扉近くで震えていた。下の弟が80点のテスト結果で褒められ
ても、長子は100点でないと怒られた。

お姉ちゃんなので、我慢する。
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52 学校で一方的に指導された（叱られた）。

小さいころ髪の毛を切られ、おかっぱ頭に父からされたことを思い出し、非常に恥ずかしかったことを思い出した。父親のいう事は絶対でした。

勝手に部屋を掃除された。

親が勝手に部屋に入って手紙を読まれたり、持っているものを調べられた。

勝手に部屋の中にあるものを捨てられた（本人にとっては大事）。好みに関係なく、親の好みの服を着せられる。

今日着る服を勝手に決められた。今日はコレが着たかったのに、モヤッ

私が着る服を選ぶとき、着るのは私なのに、私に好みや好きなデザインや色を質問しないで買ってきて、喜べと怒る。

モヤッと体験あるあるです。

昭和生まれ　親とのモヤッとはない。モヤッとしたのは学校。PTAの子どもや金持ちの子どもは優遇されていた。

先生に相談した時に、話の途中でさえぎられてしまい、話したいことをつたえきれなかったこと。

小学1年生で、出来ないことを先生から責められた。決めつけられる発言や人と比べられた。

小学校で音楽の教師からの発言。「なぜお前が楽器演奏上手な人に投票で選ばれたのか、納得いかない。頭で考えている音楽なのに」→投票でクラスメイト
が選んだことなので私自身も理由はわかりません。結果への不満を生徒にぶつけないでほしいとモヤモヤ。感性で音楽を捉える方法を教えてください。

教師が子どもの言うことを信じない。なめられてるな、と子どもながらに思った記憶は、大人になっても意外と覚えているなと思いました。

子どもの頃は自分の思ったような行動をしたいと思うことが多かった。しかし親になり、心配から干渉してしまう事が多かった事を反省。その子どもも親に
なり、聞いてみると、その頃の親の気持ちがわかってきたと。巡っているのですね。

4つのケース全てに当てはまる。毎日両親のケンカを見せられる。父が母を見下し、母が父の悪口を子どもに言ってくる。母が子どもがいるから離婚できな
いと言う。下の子ばかり可愛がる。あなたのことは好きでないという態度をとられていると感じる。

物がこわれたり無くなったりすると、原因を調べたり、探したりする前に、「○○がやったんだからしょうがないよ」と私のせいにされた。

親に悩みを相談しても、気持ちを大切にしてくれなかった。

保育園で明らかに体罰が有ったのに、記録ビデオを改ざんされ無かったことにされた。

子どもの頃両親が仕事で忙しく、家族でのんびり楽しい会話などない雰囲気だった。中学生ぐらいになり友達ができても、友達が家族と出かけたりするのが
羨ましく、自分も親に何度もどこかに行こうと頼んでみたが、いつも却下。さみしかった。

どなられる。ミスをすると頭を叩かれる。

私も同じようにモヤッとすることがあります。私だけじゃないと安心した。やはりモヤッとすることは、「私は大事にされていない？」と悲しくなります。こうい
う場面を減らしたいです。自分も人権を大切にしたいです。

モヤッと体験が全部当てはまってました。
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いつも塾や習い事で忙しい…今更に我が子が感じているかも。休みや子供が自由に過ごせる時間も大事。ちょっと見直さなければと思っていたところでし
た！

学校に行きたくなかった。いじめ

子どもの携帯電話の利用を管理する中で、LINEをチェックする等の必要性を感じているが、プライバシーを守る権利との兼ね合いが難しいと感じていま
す。

子どもを自分（親）の思考通りに動かそうとするのではなく、個の人間として接することが大切だと思いました。

自分が子どもの時に、同じようなことがあってモヤモヤしたことがあったので、自分が親になる時には気を付けたいと思いました。

御話を聞きましたが、どこの学校でも同じ事が繰り返されているので、絶対に無理です。

子どもの人権は守られるべきです。子どもは道具ではないです。

子どもの習い事とかは小学校までは親が決めてました。少し反省しました。　

自分が子どもの頃は感じていなかったが、成人して思い返してみると、大切に育んでもらえたことを感謝している。親が肯定的に受け止めてくれると良い結
果となると思う。親の受け止め方が大切。

何があっても体罰は絶対にダメなことを伝えていきたい。

子どもに良かれと思ってしていることも、過干渉になっていることが多かったように思います。

子どもには子どもの考えがあるので、まずは話をきいてほしいなと思います。一方で、親は自分や家庭の生活でゆとりがなく、どのようにおりあいをつける
かが難しいと思います。

自分が子どもの時は子どもに自由などなかった。

こどもの意見・気持ちに関するもの、感想、その他

親になり親の気持ちが多少は理解というか当時の不快感が少しばかり低下したとは思えますが、やはりその頃の記憶は残ります。同じ様にしているなと思っ
てみたり、頭では分かっていても、感情が追いつくに至っておりません。
プライバシーは親の心配もありましょうが、自分も当時にやらされていた形跡を見ても、親は怖くて言いだす事は無かったです。兄弟関係も一番上は損だ
と、上の者同士話題になりますが、下は下なりに悩みもある事を、大人になり下の兄弟から聞くと…難しい事だったのか。

娘と息子がケンカをしても、娘の言い分を聞かないで怒ってしまった時、子どもの権利を尊重していないな…っと思いました。反省…

自分がいろいろ悩んでいた時、親に相談してもあまり話をうけとめてくれなかった。自分が親になった今、まずは子どもの話を受け止めることを意識するよ
うになった。

もっと子どもを信じてほしい。

子どもには子どもの考えがあるので、先ずは話を聞いて欲しいなと思います。

改めて子どもの権利の範囲を聞いて、それらを守りながら子育てをすることは、色々な面で配慮が必要だと思いました。
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